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・人間教育講座 (教授)PЮfessor OfHumm Educ?on Course mttailakiowtnb@fed to的とu.ac p]
渡部昭男 イ小学校1年生問題」と教員配置・学級編制施策 (第Ⅱ報)
資料 1





3 措置人数   107人(常勤38人 非常勤69人)(新規)
(出典 :H県教育委員会 (2001)F平成13年度 施策と予算』p.10)

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































02003校:全 児童900人台・28学級, 1年生―加配後5学級・ 1学級平均31.6人(国の標準 :
4学級・39.5人)
[校 長]










148        渡部昭男 :「小学校1年生問題」と教員配置。学級編制施策 (第Ⅱ報)
[担 任]











02005校:全 児童600人台。23学級, 1年生―加配後4学級 。1学級平均28.3人(国の標準 :
3学級 。37.7人)
[校 長]
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[担 任②]

























02010校:全 児童600人台。21学級, 1年生一加配後4学級 。1学級平均28.0人(国の標準 :
3学級・37.3人)
[校 長]






・改善課題 :まず 1。 2年にこのプランが定着することを望む。
[担 任①]
属性 :女性,30歳代,教職経験年数15年目 (現任校8年目), 1年生の担任経験あり。
「2)ある程度あった」






















02017校:全 児童600人台 。22学級, 1年生一加配後4学級・ 1学級平均28,0人(国の標準 :
3学級 。37.7人)
[校 長]

















































02020校:全枝児童600人台・21学級, 1年生―加配後4学級 。1学級平均27.0人(国の標準 :
3学級・36.0人)
[校 長]
属性 :女性,56～60歳,教職経験年数37年目 (現任校4年目),1年生の担任経験なし (2年生以
降はあり)。
「1)非常に成果があった」。
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[担 任①]



































属性 :女性,30歳代,教職経験年数16年目 (現任校2年目), 1年生の担任経験あり。
「1)非常に成果があった」
。学習につまずきのある子どもに個別指導する時間が多くとれた。基礎学力の充実に効果あり。



































02028校:全 児童500人台・20学級, 1年生―加配後4学級・ 1学級平均27.3人(国の標準 :
3学級 。36.3人)
[校 長]
属性 :女性,56～60歳,教職経験年数36年目 (現任校2年目), 1年生の担任経験あり。
「1)非常に成果があった」
||
1               鳥取大学教育地域科学部紀要 教育。人文科学 第 4巻 第 2号(2003)     155
1     。1学級当たり9名程度の児童数が減ったので,毎日一人に関わる担任の目や心が行きわたりやす
|      かった。
|     。本読み・発表 。ノー トやプリントの点検など,全てが短い時間にできた。そのため個人差に応 じ
|      たきめ細かな基礎の指導がしやすかった。
|    「1年生学級の適正規模:5)26～30人(個人差が著しい場合は30人以下,それほどでもなければ
集団としては31～35人が望ましいと思う。低学年はできるだけ26～30人学級)」「望ましい施策 :
1)少人数学級編制 (1年生は固定した学級集団で学習し落ち着いた場を作りたい。30人以下で)」












































02031校:全 児童700人台・23学級, 1年生―加配後4学級 。1学級平均27.8人(国の標準 :
3学級・38.0人)
[校 長]
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下の学校に非常勤講師1人を各学級に加配することによって「35超過～40人」学級を担任と非常勤
1     講師 (週23時間)で運営するタイプである。「学級分割」タイプに比して学級規模では条件は改善さ
|     れていないが,時間限定とは言え複数のスタッフが教室に居るメリットも予測される。
○呵004校:全校児童300人台・13学級, 1年生-2学級 。1学級平均36.5人
[校 長]

















































































































160        渡部昭男 :「小学校1年生問題Jと教員配置,学級編制施策 (第Ⅱ報)
[校 長]




















01013校:全 児童400人台・15学級, 1年生-2学級 。1学級平均38.0人
[校 長]























01013校:全校児童200人台 。10学級, 1年生-1学級 。1学級平均39.0人
[校 長]






























162        渡部昭男 :「/1学ヽ校1年生問題」と教員配置・学級編制施策 (第Ⅱ報)
[校 長]










































・改善課題 :40人の学級編制基準を下げる (30人程度)。/低学年は複数担任制 (TT等を含む)が
よいと思う (授業に参加できない子の世話等)。
[担 任]




















01029校:全校児童300人台 。13学級, 1年生-2学級・ 1学級平均37.0人
[校 長]















































01030校:全 児童200人台・7学級, 1年生-1学級 。1学級平均38.0人
[校 長]
属性 :女性,51～55歳,教職経験年数32年目 (現任校5年目), 1年生の担任経験あり。
「2)ある程度あった」





























01031校:全 児童400人台・12学級, 1年生-2学級 。1学級平均38.5人
[校 長]









166        渡部昭男 イ4ヽ学校1年生問題」と教員配置 。学級編制施策 (第Ⅱ報)
[担 任①]





















01034校:全 児童400人台・14学級, 1年生-2学級・ 1学級平均38.5人
[校 長]




















































属性 :女性,40歳代,教職経験年数25年目 (現任校4年目), 1年生の担任経験あり。
配置された非常動講師の属性 :女性,20歳代,講師経験あり。
「2)ある程度あった」








































































































































































































































































































































































設 問 A:回 答 者 の 届 性
(1)性別   1 女性  2 男性
(2)年齢 (3月末 日現在 )
1 20寂代  2 30歳代  3 40歳代  4 SO織代  5 60歳代
(3)取轟散綸完詩状 (取得 している全てにO)
l 小学校  2 幼維園  3.申学校 (教科名 :
設 間 A:回 答 者 の 属 性
(1)性別   1 女性  2 男性
(2)年船 (3月末日見在 )
1  41～45歳   2 46～50歳   3 sI～55歳   4 56ヽ60敷
(3)敗得教静免許快 (取得 している全てにO)
l 小学校  2 幼稚日  3 中学校 (救料名 :
4 ■護学校 S その他 (4 養護学校 S その他 (
(4)勤務年敷 (麻節塁験t含む)
)(
現任校の動湧年歳 (   年 目) 及び 通算の牧職経験年敏 (   年 目)
(5)小学校て今までに担任 したことのある学年 (全てにO)
二年生  2年生  3年生  4年生  5年生  6年生  律害児学級  複式学級
設 間 B:適 正 な 学 級 規 槙
(1)f加盟のない一人担任胡」の4合、資方は小単校 1年生においてどの程度が適正な
学級規模であると思いますか。
1 :0人以下、 2 H～15人、 3 16ヽ20人、 4_21-25人、
S. 26-30人、  6 31-35人、  7 36～40人
「
理由

























(4)勁務年敏 (講師経験 も合む )
現任校の動務年数 (   年 目) 及び 通算の教職経験年寂 (   年 目)
(5)小学校て今奮てに担任 したことのあら学年 (全てにO)
二年生  2年生  3年生  4年生  5年生  6年生  障害児学級  懐式学級
設 間 B:適 工 な 学 級 規 模
(1)f加配のない一人艇任割Jの場合、資方は小学校 1年生においてどの程度が適正オ
学級規模であると患いますか。
1 10人以下、 2 H～IS人、 3 1S～20人、 4 21～25人、
5 26～30人、  6 31～35人、  7 3S～40人
「
雇
:       |
(2)上記で責方が選んだ「適正な学搬規模Jは、①学年の違いや②加配の有無によって
異 な ります か。










                |
??
?
(他学年の場合の道正攪棋は?)  b 兵を らない
1.10人以下 、 2 H～15人、 3 16～20人、 4 2〔～2S人、
5 26-30人、  6 31～35人、  7 36～40人
10人以 下 、 2 H～15人、 3 16-20人、 4 21～25人、
26～30人、  6 31～35人、  7 36～40人
(加配が有る場合の適正規模は?) b 異ならない
l 10人以 下 、
5 26～30人、
11～lS人、  3  1S-20人、  4 21-25入、
31～35人、  7 86～40人
―H杢用紙・ l貢日 (樫任用共通 ) ―封 杢用 紙  1貢目 (悛長用 共通 )
設 間 C:「 1年 生 間 4 (′Jヽ 1プ E】 =ガ L´ ム )」
































































(3)全目的には少人数学搬鰐割 セ独 自に打 ち出す自治体も出ています (添付資料⑥)=
般的に見て、 1年生の学年ではどのような教員配E施策が望ましいと思いますか。
1 40入学後編制を改めて、少人救準猥篤制 (学極分ar)をとめる。
具体的 に :a 3S人学級括制 b 80人学後縄創 c その他 (  人)
2 40人学級悟制のままで、ある規模以上の学級で複数担任にようTTを進める。
具体的 に :a 35人超過学級 b 30人超過学段 c その他 (  人)
3 教科や学詈課題に応 じて、学線分劇 とTTの双方 を組み合わせて活用する。
IR体的に :a 3S人紹過学観 b 30人選過学級 c その他 (  人)
4 40入学扱語割のままで、主要教科等での少人数指導 (20人程度)を建める。
具体的な進め方 (                          )
「
理由
       |
(4)平成 13年度から、40人学級編制のままで主要教科等での「少人嵐指導 (20人
程度の授業)」 が開始 されま した。 1年生の単年にこの制度を適用する効果・ 影響に
ついて、費方はどう思いますか。
1 実施 してみて、大いに効果があ ったと思う。 ｀
2.実施 してみて、ある程度は効果があったと思う。
3.実施 してみて、む しろ弊善があったと思う。
4 平成 18年度 において 1年生では実施 していない。
「
実施状況や理由
                            |
(5)「小学 1年生はばたとプラン」に関 して、今後ます、費県としてどのような改善・
充実を進めればよいと思いますか。
1 ます 1年生に関 しては一斉に少入故学競編制に踏み切る。
2 ます「はばたきブラン」を2年生を含めた低学年に広げる。





























―調査 用 紙・ 2頁目 (担任 月 共五・ 校 長 用 共五 ) ―ヨ査用紙 3頁目 (担任用共五)―
:4学前娘剛 (場録)と小學銭 とめ観盤につ とヽて]
(2)貴方の学校 (地It)では、競学前機関 (幼推田・ 保育所)と小学校 との連携 を進め
るために、同らかの取 り組み (試み)を行 っていますか。
1 行っていない
2 行 っている
設 間 巨 :平成 13寄工農三「′】ヽ 挙 1容こと生 〔ま tJfたき フ‐ランJ
して、資方の学校ではこの 1年間を通 して「小学 二年生はばたきブラン」がどの程度
具体的に
設 間 D: 1 年 」三 〔こ お  〔サ :3教A tt E施策
(1)全目的には少人舷学観編制を独自に打ち出す倉治体t出ています (添付資料⑤)ニ
般的に見て、 1年生の学年ではどのような教員配重施策が望ましいと思いますか。
1 40入学最編制を改めて、少人数学後網制 (学機分嗣)を造め る。
具体的に :a 35入学観篤制 b 30入学段
“
樹 c その他 (  人 )
2 40人学級編割のままで、ある規模以上の学級て複数担住にようTTを進める。
具体的に:a 35人超過学段 b 30人超過学級 c その他 (  人 )
3 教科や学智屎題に応 じて、学級分劇 とTTの双方を亀み合わせて活用する。
具体的に :a 35人超過学後 b_30人題遇学級 c その他 (  人)
4 40大学緻鍋割のままで、主要歓科等での少人数指導 (20人程度)を進める。
具体的な進め方 (                           】
(2,平成 13年度から、40人手段E日のままで主要教科等での「 少人数指導 (20人







(3)「小学 1年生はばたきメラン」に質 して、今後ます、費県と してどのような故暮
充実を進めればよいと思いますか。
1 ます 二年生に買 しては一斉に少人飲学儀旧制に踏み切る。
2.ます fはばたきブランJを2年生セ合めたに学年に広げる。
3 その他 (
の成 果 を挙 げ た と思 い ますか。
1 非 常 に成 果 があ った   2 あ る程 度 あ つた














































―日査用紙・ 3貰日 (枝長用共通)― ―Л査用紙 4頁目 (「学緻分割Jタイアのこ任用・ 校長用共通)―
設 門 E三 :平成 13年度  「タト 挙 1年 生 1まtJgをき ヮ‐ランJ
(1)費オの学技に加配されたキ帝働諄市の方についてお知らせ下さい。




ュ.2,療代  2,30H代  3.40歳代  4-,OHtt  S.10練代









1・ 非常に威果があった   2.ある経度あった   3 どちらとも言えない










































く半留・ 生活tH導や学搬経営ヽ歯する面、色任・子 tr七・保護者モ と
1 3
